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■関連する主な事業 （単位：千円）

太字：主要事業

③ 公園整備事業
29,900 歴史的な景観に配慮した外観や来訪者が利用しやすい休憩スペースを確保した

設計により、年度内に工事を完了することができた。29,226

③ 景観づくり推進事業
2,000 景観重点地区での景観形成基準について再検討を行い、重点地区指定候補地

の地域住民を対象に懇談会、アンケート調査を実施し、地域住民の意見聴取を
することができた。1,760

③ 公園施設長寿命化事業
140,019 亀山公園について、一部の複合遊具をインクルーシブ対応遊具に更新したこと

で、年齢や障がいの有無にかかわらず一緒になって遊べる場を提供できた。139,973

② 住宅取得支援事業
5,000 新たに居住誘導区域内に住宅を取得し、区域外から転居した住宅取得者に対し

て、２１件の補助金を交付した。また、居住誘導区域内での居住を促進するた
め、各種関係団体へ本事業の周知を行った。4,965

② 地籍調査事業
15,185 地籍の明確化を図る必要性が高い地域であるDID地区の地籍調査を進めたこと

で優先的実施区域の進捗率の向上が図れ、災害復旧の迅速化等に資すること
ができた。14,913

① 都市づくり戦略推進事業
0 エリアプランの検討については、地域住民との意見交換を行うことで課題の共有を

図ることができた。また、関ヶ丘団地において用途地域指定が完了し、ゆとりある
住環境の保全・維持につなげることができた。0

② 亀山駅周辺整備事業
3,007 駅前駐車場を整備し、駅利用者等の利便性の向上につなげることができた。（令

和6年度秋供用開始予定）2,776

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 都市マスタープラン等策定事業
3,410 都市マスタープラン及び立地適正化計画の見直しに必要となる防災リスクの基礎

調査を実施し、災害のリスクが高い地区の抽出・課題整理及び取組方針案をとり
まとめることができた。3,410

目指す姿 市民が、魅力的な都市空間のもと、都市機能を効率的・効果的に利活用し、安全で快適に暮らしています。

関連する分野別計画 亀山市都市マスタープラン、亀山市景観計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
土地利用状況に応じた用途指定の実施や居住誘導区域への居住を促進し、既成市街地の活性化や子育て世帯
の定住促進を図ったことにより、包括的かつ持続可能な都市化の推進を図ることができた。今後はエリアプラン策定
や景観重点地区指定の推進を図るために効果的な官民、市民社会のパートナーシップを構築する必要がある。

令和５年度 施策評価シート

施策の大綱 １．快適さを支える生活基盤の向上 評価担当者

基本施策 （１） 魅力的な都市空間の形成 建設部長　高桐　美智代
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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今後の展開方針

計画的な土地利用推進については、コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、エリアプラン策定に向け、各地区の状況に応じた策定方法の
検討を進めていく。また、亀山駅周辺地区においては、新庁舎の建設位置を含め、関係部署との連携・調整を図り進捗に努める。活力ある市街
地の形成については、人口減少や高齢化等により、既成市街地の空洞化は進んでいる状況の中で、住宅取得支援事業等の周知を図るととも
に、移住促進等の他分野との連携強化を図っていく。また、地籍調査については調査の効率化を図るため、狭あい道路整備事業等と連携しなが
らDID地区および市街地の居住誘導区域を優先的実施区域とし計画的に推進する。安らぎのある都市の形成については、景観計画の改訂に向
け、地域の意見等を踏まえた推進方法の検討を進めていく。また都市公園や小規模公園等の施設増加に対応するため、多様な主体と連携した
維持管理の推進に努める。

総合評価
計画的な土地利用の推進については、都市マスタープラン及び立地適正化計画の見直しに必要となる防災リスク基礎調
査を実施し、災害リスクが高い地域の抽出・課題整理および取り組み方針案をとりまとめ、今後の都市マスタープラン及び
立地適正化計画策定につなげることができた。また、関ヶ丘団地の用途地域指定により、ゆとりある住環境の保全・維持
につながり適切な都市形成を推進することができた。次に活力ある市街地の形成については、亀山駅周辺の駐車場整備
が完成し、関係機関との事前調整により供用開始が次年度となったものの、駅利用者の利便性の向上につなげることがで
きた。また、居住誘導区域内への居住促進のための住宅取得支援については、21件の支援を実施（うち13件が子育て
世帯）し、既成市街地の活性化、子育て世帯の定住促進が図れた。さらに地籍調査については、DID地区の狭あい道路
がある地区を優先的に取り組むことにより、土地の有効利用の推進や災害復旧の迅速化につながったが、全国と比べ進
捗が下まわっていることから、引き続き進捗の強化を図る必要がある。安らぎのある都市の形成については、亀山公園大
型複合遊具等の更新において、インクルーシブ対応遊具や老朽化している遊具の一体的な整備が完了し、公園利用者
の安全対策を図ることができた。また、景観計画改訂に向け、景観重点地区の指定を進めるため、アンケート調査や地域
懇談会の実施による地域住民への意見聴取を行った。今後は聴取した意見および地区の現状を分析し、景観重点地区
指定の推進方法について検討を行う必要がある。

Ｂ
まずまず進んだ

安らぎのある都市の形成
亀山公園大型複合遊具等の更新による公園機能の充実や景観計画改訂に向けた地域懇談会を
行った。今後も東野公園などの複合遊具の更新や景観計画の改訂を進める。

施策の方向 施策推進に関する考察

計画的な土地利用の推進
関ヶ丘団地の用途地域指定を行うなど、適正な都市形成を推進した。今後も都市マスタープラン
に則した土地利用を推進する。

活力ある市街地の形成  駅前駐車場工事が完成するとともに、住宅取得支援や地籍調査を推進する等、市街地の活性化
を図った。今後も市街地への都市機能誘導等を推進する。

4 公園・広場・緑地が充実している
重要度 0.99 1.15

満足度 0.19 0.21

🔺 0.60

3 美しいまちなみや景観がつくられている
重要度 0.93 1.01

満足度 ▲ 0.36 🔺 0.18

調査項目全般にいおいて、概ね重要度及び
満足度は上昇している。調査項目１について
は、満足度が大きくプラス方向に変化し、駅周
辺整備により中心的市街地の活性化が図れ
たと推察される。また、調査項目２および３に
ついては、満足度が低く、魅力的なまちづくり
の推進が求められていると推察される。

満足度 ▲ 0.99 0.63

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 亀山駅とその周辺が整備されている
重要度 0.90 0.98

2 魅力的な市街地が形成されている
重要度 0.90 1.01

満足度 ▲ 1.03

4

新たに指定した景観形成重点・推進地区の
地区数（累計）

地区 ー ー 0 0

新たに指定した用途地域の地区数（累計） 地区 ー ー 1 2

2

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7


